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　町では「町民主役のまちづくり」の観点から、町民の意見・要望を町行政に反映する

ため、多くの町民の意見や要望をお聴かせいただきたく町行政懇談会を開催いたします。

　この機会に皆さまのご意見やご要望をお寄せください。多くの町民のご参加をお待ち

しています。

　【町行政懇談会に都合がつかず来られない方へ】
　　毎月町長室開放デーも実施しておりますのでお気軽に町長室にお越しください。

　　今月の開放デーは下記のとおりです。

皆様お気軽に町長室にお越し下さい。

１１月の町長室開放デーは、２０日（水）です。

午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

佐野町長とのふれあいプロジェクト

※その他、町内会に出向く『町民対話プロジェクト』を別途開催いたします。

令和元年度町行政懇談会開催

みなさんの声をお聴かせください

月 日 時 間 対 象 町 内 会 場 所

11/21
（木）

13:30～15:00 美葉牛 美葉牛研修センター

15:30～17:00 碧水・岩村・古作・共栄 碧水高齢者コミセン

18:00～19:30
西川・板谷・桜岡・和・
和東町・和町・和本町・三谷

公民館
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● 北竜町のお米はどの銘柄も本当に美味しいです。低農薬なのもとても嬉しい！　日本の安全で

美味しいお米を作って頂けることに毎日感謝しています。自信と誇りを持ってお体に気を付けて頑

張ってください。

● 以前何度か返礼品にいただいて、食べました。ふるさと納税制度の返礼率の問題もあって少し

寄付金額が上がったので、すみません、、、浮気して、他の自治体のゆめぴりかも試しましたが、やっ

ぱり北竜町のが美味しかったので、戻ってきました。美味しいお米を ありがとうございます。地

域の発展をお祈りしております。

● おいしいメロンを年老いた父母に食べさせたくて申し込みました。少しですが寄付させていた

だきます。

● ひまわりが有名だったので、学生時代にバイクツーリングで１０年間連続で北竜町を訪れたこ

とがありました。懐かしい思いです。観光、産業をバックアップして、町を活性化してください。

● 美味しい「田からもち」を、又楽しみに待っ

ています。

● おいしく安全なお米をいつもありがとうござい

ます。昨年秋に訪れた時に目にした美しい風景が

忘れられません。

● 毎年北竜町へふるさと納税にて支援させていた

だいています。過去北海道勤務時に１００万本の

ひまわりにて勇気をいただきました。

● 先日、たまたま札幌から旭川に行く途中で少

し立ち寄りました。次回はひまわりを見に伺いた

いと思います。黒千石、大好きで、お米と一緒に

炊いています。立地も良いので、ますます産業が

発展すると良いと願っています。

皆さんからの心温まる応援メッセージは、
町ホームページのふるさと納税コーナー・北竜町ポータルサイトにて、ご紹介しております。

都道府県別申込み状況
（2019年4月1日～9月30日）

令和元年１０月１４日現在、北竜町へ

２５０，０５２，８６１円 

１８，９８３件 

また、全国各地から沢山のメッセージが届いておりますので、一部をご紹介致します。

北竜町ふるさと納税の
現況についてお知らせいたします

のふるさと納税がありました。
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 平成３０年度介護保険特別会計決算の
状況についてお知らせします

《平成３０年度介護保険特別会計収支内訳》

■介護保険料は忘れずに納めましょう
　介護保険は、介護を必要としている方を社会全体で支える制度です。

みなさんに納めていただいた保険料は、北竜町の介護保険を運営するための大切な財源と

なります。万一介護が必要になったときのために、誰もが安心して介護サービスを利用で

きるように、忘れずに納めましょう。

収入 支出

北竜町地域包括支援センターをご利用ください

■本人から　…　独り暮らしで、頑張ってきたが、家事をするのも大変、

　　　　　　　　手伝ってくれる人やリハビリ・運動できる場所はないですか…

■家族から　…　入院していた夫が、急に退院と言われてしまった。

　　　　　　　　歩くこともできない状況でベッドもない。

　　　　　　　　介護だって初めてで、何から準備したら良いか…

■地域から　…　近所のＡさん、少し前に体調崩したって話を聞いたけど、最近は見かけない。

　　　　　　　　買い物に行っている様子もないし…　安否確認して欲しい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など困ったことや心配なことなどご相談ください。

【連絡先】　北竜町地域包括支援センター介護予防係

　　　　　℡３４－２１１１ または ℡３４－２７２７
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　平成２８年４月１日に施行された「農業委員会等に関する法律」により、町長は、委員を任命

しようとするときは、あらかじめ、農業者、農業者が組織する団体その他の関係者に対し候補者

の推薦を求めるとともに、広く一般に公募を行い、その候補者から町長が議会の同意を得て任命

することになりました。

　つきましては、令和２年７月選任の北竜町農業委員会の委員について、農業に関する見識を有し、

農地等の利用に関して最適化及び農業委員会の所掌に属する事項に関し、その職務を適切に行う

事ができる方の推薦又は募集を行います。

　具体的な事務と公募方法と選任については次のとおりとなります。

（１）　推薦・応募を求める農業委員数（中立委員を含む）　…　１１名

（２）　農業委員の任期　…　令和２年７月２０日から令和５年７月１９日までの３年間

（３）　農業委員の仕事

　　　①農地の売買や貸借の許可、農地転用案件への意見具申、遊休農地の調査・指導などの

　　　　農地に関する事務を執行。毎年農地の利用状況を調査、遊休農地への対応を決定。

　　　　農地所有者へ指導、農地の遊休化を把握。

　　　　農地が遊休化している場合には、農地所有者に対し指導を実施。

　　　②農地等の利用の最適化の推進。

（４） 応募の期間　…　令和元年１２月１３日（金）から令和２年１月３１日（金）まで。

（５）　推薦及び応募について

　　　①個人からの推薦　　　②法人又は団体からの推薦　　　③一般応募

（６）　応募書類の請求・提出、お問い合わせ

　　　①②北竜町農業委員会委員候補者推薦書（様式第１号）（様式第２号）

　　　③北竜町農業委員会委員候補者応募申込書（様式第３号）

　　　書類の請求・提出のお問い合わせは、農業委員会事務局にご連絡ください。

　　　書類の様式は、北竜町のホームページからもダウンロードできます。

【問い合わせ先・書類の送付先】

　北竜町農業委員会事務局

　〒０７８-２５１２　雨竜郡北竜町字和１１番地１　　（℡：３４－２１１１）

■休館のお知らせ
　 ●１１月１１日　ホテルのみ休館

　 ●１１月１２日～１４日まで全館休館

　 ●１１月１５日より通常営業いたします。

■１１日と２６日は入浴料半額サービス！
【サンフラワーパーク北竜温泉　℡３４－３３２１】

北竜町農業委員会の委員候補者の
推薦・募集について
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　もち米が９月４日、うるち米が９月１２日より稲刈

りが始まり、ＪＡきたそらち北竜支所にて９月１３日

より令和元年産米の本格的な出荷受入が始まりました。

　もち米は、西川の藤井啓二さん、吉田健さん、吉田

屋ファーム（株）、（株）藤井ファームが「はくちょうもち」

を初出荷されました。

　また１０月５日には北竜町農畜産物直売所「みのり

っち北竜」前にて新米まつりが開催され、とれたての

新米を目当てに大勢の方が来場されました。新米の他に、

新鮮野菜の販売や、そば食楽部北竜による手打ちそば

の販売、ジンギスカンの無料配布なども行われ、会場

は大いに賑わいました。

令和元年産米の出荷が

始まりました

祝１００歳  安達仁齋さん

内閣総理大臣お祝い状

　令和元年度中に１００歳を迎えられる永楽園入所者

の安達仁齋さんに、国の老人の日記念事業として内閣

総理大臣から、お祝い状および記念品（銀杯）が贈ら

れました。

　多年にわたり社会の発展に寄与されてこられた今日

までのご苦労と、長寿をお祝いするもので、９月１４

日に永楽園にて佐野町長から伝達が行われました。

和気あいあい

笑顔いっぱいの敬老会

　９月２０日、７５歳以上の方を対象に老人福祉セン

ターで敬老会が開催され、１７０名の方が出席されま

した。

　会は佐野町長の挨拶から始まり、佐々木議長の祝辞

ののち、米寿を迎えられた出席者１０名に町長から米

寿祝い金が贈呈され、８０歳以上で６０年以上居住さ

れた出席者１４名には永住功労者表彰が贈呈されまし

た。

　続いて、竹林社会福祉協議会長の乾杯で宴に入り、

恒例のアトラクションでは、和保育園児による元気い

っぱいの歌とダンス、歌謡舞踊永和会と桜心流剣詩舞

会による華麗な演舞が披露され、皆さん楽しいひとと

きを過ごされました。
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北島進さんから

町に２０万円の寄付

　９月１７日、和本町町内会の北島進さんが来庁され、

これまでお世話になった北竜町への感謝を込めて町に

２０万円を寄付されました。

　佐野町長が受け取り、町のために大切に使わせてい

ただきますと、お礼を述べられました。

サークル名

代表者：土居 ひで さん

「ひまわりコーラス」

■昭和６３年設立　　　　　　　■会員数　女性３２名

●お知らせ

　毎年活動の締めくくりとして定期演奏会

「メモリアルコンサート」を行っています。 今年は１２月７日（土）北竜町公民館大ホールで予定

しています。令和元年を記念し、昭和・平成の懐かしい曲をコーラスでお披露目すべく練習中です。

お楽しみに！

●代表者から一言

　練習は歌声だけではなく笑い声も絶えない楽しい時間です。また、年中団員募集しているので、

練習見学は自由で、一緒に歌うことができます。実際見学に来ていつのまにか一緒に歌う仲間にな

った団員がたくさんいます。

　木曜日の夜を私たちと一緒に楽しく素敵なコーラスに包まれて過ごしませんか？

興味のある方は、午後７時から９時まで北竜町公民館大ホールでお待ちしております。

●活動の内容

　団員は町内のみならず、近隣市町からも

参加しています。年齢も２０代から８０代

までと多様で、他のコーラス団体に比べ平

均年齢が若いのが特徴です。

　年に数回行う演奏会に向けて毎週木曜日

に北竜町公民館で練習を行っています。ク

ラシックからポピュラーソング、ミュージ

カル曲など様々な歌を歌っています。

　指揮・指導は、秩父別町より山本徹淨先

生、伴奏ピアニストは深川市より鹿野友代

さんにお願いしています。また、演奏会や

練習の様子をFacebook「北竜町ひまわりコ

ーラス」で紹介しています。

北
竜
町
の

文
化
サ
ー
ク
ル
を
ご
紹
介

第
四
回
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議会広報委員会Ｎｏ．３４１

　

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
は
９

月
11
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
13
日
に
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

４
月
９
日

■
調
査
事
項　

北
竜
町
防
災
計
画

に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し　

　
　
　
　

■
調
査
期
日　

６
月
12
日

■
調
査
事
項　

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち

精
米
施
設
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

７
月
10
日

■
調
査
事
項　

河
川
の
状
況
に
つ

い
て

■
調
査
結
果　

近
年
、
水
害
や
融

雪
で
の
被
害
に
よ
る
工
事
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
た
め
年
次
計
画

を
作
成
し
、
改
修
工
事
を
実
施
し

て
い
く
よ
う
対
応
さ
れ
た
い
。

■
調
査
期
日　

７
月
30
日

■
調
査
事
項　

ひ
ま
わ
り
の
里
整

備
状
況
及
び
開
花
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

・
10
月
31
日
任
期
満
了
に
伴
い
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
選
挙

を
行
い
、
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。

選
挙
管
理
委
員

　

高
橋　

康
詞　

氏
（
再
）

　

石
橋　

裕
司　

氏
（
再
）

　

渡
邊　

俊
成　

氏
（
再
）

　

鵜
飼　

孝
志　

氏
（
再
）

同
補
充
員

　

齋
藤　

克
司　

氏
（
新
）

　

川
上　

英
樹　

氏
（
再
）

　

四
辻　

光
子　

氏
（
新
）

　

松
田　
　

力　

氏
（
再
）

○
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　
９
月
30
日
任
期
満
了
の
た
め

　

任
命
に
同
意

　

有
馬　

一
志　

氏
（
新
）

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

　

９
月
30
日
任
期
満
了
の
た
め

　

任
命
に
同
意

　

竹
林　

信
幸　

氏
（
再
）

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　

10
月
31
日
任
期
満
了
の
た
め

　

任
命
に
同
意

　

渡
邊　

靖
範　

氏
（
再
）

○
北
竜
町
ひ
ま
わ
り
バ
ン
ク
育
成

基
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
農
産
物
加
工
実
習
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
を

組
織
す
る
市
町
数
の
減
少
及
び
北

空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

○
深
川
地
区
消
防
組
合
を
組
織
す

る
市
町
数
の
減
少
及
び
深
川
地
区

消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

○
深
川
地
区
消
防
組
合
か
ら
の
幌

加
内
町
脱
退
に
伴
う
財
産
処
分
に

つ
い
て

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

に
つ
い
て

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

外
６
会
計
（
国
保
・
診
療
所
・
後

期
高
齢
・
介
護
・
特
老
・
集
落
排

水
）
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
と
平

成
30
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
藤
井

雅
仁
委
員
長
）
を
設
置
し
、
そ
の

審
査
を
付
託
、
休
会
中
に
審
査
を

行
い
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業

化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書

委
員
会
報
告

選
挙

原
案
可
決

認
定

意
見
書
提
出

同
意
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９
月
11
日
に
開
会
さ
れ
た
第
３
回
定

例
会
で
は
、
４
名
の
議
員
か
ら
６
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

小
坂
議
員

消
費
税
増
税
に
伴
う

対
応
に
つ
い
て

小
坂
議
員

　

10
月
、
消
費
税
増
税
に
伴
い
、

国
は
軽
減
策
を
色
々
と
打
ち
出
し

て
い
る
。
以
下
の
点
に
つ
い
て
対

応
、
進
捗
状
況
な
ど
、
考
え
を
伺

う
。

・
北
竜
町
振
興
公
社
で
の
軽
減
税

率
対
応
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

・
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
の
対
応
に

つ
い
て

佐
野
町
長

　

北
竜
振
興
公
社
の
対
応
に
つ
い

て
は
、「
み
の
り
っ
ち
北
竜
」
は

す
で
に
軽
減
税
率
対
応
の
レ
ジ
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。「
サ
ン

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」
は
９
月
18
日

に
新
シ
ス
テ
ム
に
更
新
。「
コ
コ

ワ
」
は
、
現
在
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

の
本
部
が
10
月
１
日
の
施
行
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
「
み
の
り
っ
ち
北

竜
」
は
当
面
現
金
の
み
の
対
応
と

し
、「
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」は
、

ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
で

可
能
と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
新
た
に
電
子
マ
ネ

ー
の
導
入
も
検
討
し
て
い
る
が
、

「
コ
コ
ワ
」
に
お
い
て
は
、「
い
な

か
ー
ど
」
を
優
先
す
る
が
、
次
年

度
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
シ
ス
テ
ム

か
ら
切
り
離
す
予
定
で
、
そ
の
時

点
で
電
子
マ
ネ
ー
等
の
対
応
を
検

討
す
る
。

小
坂
議
員

　

幼
児
教
育
の
無
償
化
で
、
北
竜

町
が
現
在
負
担
し
て
い
る
補
助
金

は
解
消
さ
れ
る
の
か
。

佐
野
町
長

　

現
在
、
北
竜
町
の
子
育
て
支
援

施
策
に
よ
り
通
年
入
所
し
て
い
る

児
童
の
保
育
料
は
全
額
免
除
と
し

て
い
る
。
10
月
の
子
供
・
子
育
て

支
援
法
の
改
正
に
よ
り
幼
児
教
育

の
無
償
化
が
始
ま
り
、
対
象
と
な

る
児
童
に
つ
い
て
、
掛
か
る
保
育

料
の
３
／
４
の
財
源
が
補
助
金
収

入
と
な
る
の
で
、
町
の
財
源
負
担

が
そ
の
分
軽
減
さ
れ
る
。

小
坂
議
員

　

国
民
年
金
に
お
け
る
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
に
つ
い
て
、
制
度

の
概
要
と
北
竜
町
の
需
給
対
象
者

の
割
合
は
。

佐
野
町
長

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

所
得
の
低
い
方
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て

支
給
す
る
も
の
で
あ
り
、
給
付
を

受
け
る
に
は
、
65
歳
以
上
の
老
齢

基
礎
年
金
受
給
者
で
、
前
年
の
年

金
と
そ
の
他
所
得
の
合
計
が
、
老

齢
基
礎
年
金
満
額
相
当
以
下
で
あ

り
、
同
一
世
帯
全
員
が
町
民
税
非

課
税
で
あ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
本
人
の
認
定
請
求
に
よ
り
受

給
権
が
発
生
す
る
。
国
保
連
合
会

を
通
し
て
年
金
事
務
所
が
調
査
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
町
内
の
正
確

な
対
象
受
給
者
の
割
合
は
答
え
ら

れ
な
い
が
、
全
国
的
に
は
三
割
か

ら
四
割
程
度
の
人
数
を
見
込
ん
で

い
る
。

小
坂
議
員

　

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ポ
イ

ン
ト
制
度
だ
が
、
北
竜
町
は
す
で

に
「
い
な
か
ー
ど
」
を
利
用
し
た

ポ
イ
ン
ト
制
度
が
あ
る
が
今
後
の

対
応
は
。

佐
野
町
長

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
機
能

を
使
い
、
個
人
が
自
治
体
ポ
イ
ン

ト
を
購
入
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
で

買
い
物
が
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る

が
、
事
業
参
加
に
あ
た
っ
て
は
、

国
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
、
今
後
商
工
会
と

も
協
議
し
な
が
ら
、
当
面
は
現
在

の
方
式
を
継
続
し
て
い
く
。

松
永
議
員

公
共
交
通
と
後
期
高
齢
運

転
者
の
対
策
に
つ
い
て

松
永
議
員

　

現
在
、
当
町
で
は
乗
合
タ
ク
シ

ー
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
時
間

予
約
で
の
地
域
的
不
公
平
感
が
あ

り
不
便
を
感
じ
て
い
る
。
そ
の
他

の
補
助
付
き
の
事
業
を
検
討
し
て

頂
き
た
い
。
ま
た
、
現
在
約
５
０

０
人
い
る
後
期
高
齢
者
の
１
割
程

度
は
運
転
免
許
証
自
主
返
納
を
考

え
て
い
る
。
少
し
で
も
返
納
し
や

す
い
対
策
を
行
う
べ
き
と
思
う

が
、理
事
者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

平
成
26
年
度
か
ら
運
行
し
て
い
る

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
毎
年
度
、
登

録
者
数
が
増
加
し
て
お
り
平
成
29

年
度
と
30
年
度
の
比
較
で
は
30
％

増
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
他

町
の
状
況
の
調
査
や
関
係
機
関
と

協
議
し
不
便
の
解
消
に
努
め
た

い
。
ま
た
、
高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
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て
は
、
平
成
27
年
度
の
事
業
開
始

か
ら
平
成
30
年
度
の
４
年
間
で
50

名
の
返
納
申
請
が
あ
り
全
員
70
歳

以
上
あ
っ
た
。
本
事
業
で
は
、
警

察
署
と
役
場
窓
口
そ
れ
ぞ
れ
で
申

請
が
必
要
で
あ
り
、
完
了
ま
で
１

ヶ
月
程
度
を
要
す
る
為
、
広
報
等

を
通
じ
て
事
前
失
効
等
の
ト
ラ
ブ

ル
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
不

安
を
感
じ
て
い
る
家
族
か
ら
の
相

談
の
対
応
や
移
動
サ
ー
ビ
ス
等
の

紹
介
、
認
知
症
対
策
事
業
で
の
普

及
啓
発
を
推
進
し
、
利
用
促
進
に

努
め
た
い
。

松
永
議
員

　

本
町
で
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
１

日
６
便
だ
が
他
町
で
は
９
便
運
航

さ
れ
て
お
り
、
予
約
も
利
用
１
、

２
時
間
前
で
も
可
能
だ
と
聞
い

た
。
停
留
所
も
本
町
は
13
ヶ
所
だ

が
他
町
は
40
ヶ
所
あ
る
。
ま
ず
は

当
日
予
約
だ
け
で
も
可
能
に
し
、

将
来
的
に
自
宅
前
で
の
乗
降
も
出

来
る
様
に
し
、
高
齢
者
に
優
し
い

公
共
交
通
機
関
に
し
て
欲
し
い
。

ま
た
、
免
許
証
返
納
者
に
対
す
る

移
動
サ
ー
ビ
ス
等
の
紹
介
と
あ
っ

た
が
、
ど
の
様
な
サ
ー
ビ
ス
な
の

か
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
事
業
の
検
証
と
他
町
の
状

況
を
踏
ま
え
、
町
民
が
利
用
し
や

す
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

東
海
林
住
民
課
長

　

移
動
サ
ー
ビ
ス
等
と
は
、
福
祉

有
償
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
事
で
あ

り
、
主
に
介
護
認
定
や
障
害
者
認

定
を
受
け
ら
れ
た
方
の
通
院
や
外

出
に
利
用
で
き
る
制
度
で
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
運
行
し
て
い
る
。

南
波
企
画
振
興
課
長

　

他
町
が
行
っ
て
い
る
様
な
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
運
行
は
可
能
だ
が
、

委
託
先
の
和
ハ
イ
ヤ
ー
自
体
の
業

務
と
の
兼
ね
合
い
が
あ
り
、
協
議

が
必
要
。

松
永
議
員

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
半

年
前
に
も
同
様
の
要
望
を
し
た
が

進
展
が
な
い
。
も
っ
と
真
剣
に
取

り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

佐
野
町
長

　

今
後
、
利
用
状
況
等
も
検
証
し

な
が
ら
改
善
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
ご
理
解
頂
き
た

い
。

松
永
議
員

保
育
所
と
並
木
公
園
の

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

松
永
議
員

　

保
育
所
に
関
し
て
、
住
民
説
明

会
や
議
会
で
多
く
意
見
や
指
摘
が

あ
っ
た
が
、
内
装
や
体
制
に
変
更

は
あ
っ
た
の
か
。
併
せ
て
、
公
園

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
変
更
は

あ
る
の
か
。
ま
た
現
在
、
町
立
や

わ
ら
保
育
園
と
明
記
さ
れ
て
い
る

が
町
内
１
ヶ
所
の
保
育
園
名
に

「
や
わ
ら
」
と
い
う
字
名
は
不
適

で
は
な
い
の
か
。

佐
野
町
長

　

意
見
の
多
く
は
保
育
士
不
足
や

外
観
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
園
内
の
照
明
用
ド
レ
ー
プ
を

施
設
全
体
か
ら
ホ
ー
ル
の
１
ヶ
所

に
す
る
と
と
も
に
固
定
式
に
変
更

し
た
。
公
園
に
つ
い
て
は
、
防
犯

フ
ェ
ン
ス
、
街
灯
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
等
を
変
更
。
維
持
管
理
は

変
更
な
く
シ
ル
バ
ー
人
材
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
の
委
託
ま
た
は
指
定
管

理
を
考
え
て
い
る
。

　

保
育
園
の
名
称
は
、
公
園
も
併

せ
て
９
月
30
日
ま
で
公
募
し
決
定

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

松
永
議
員

　

以
前
は
地
域
ご
と
に
保
育
所
が

４
ヶ
所
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
住

民
、
父
母
で
構
成
す
る
運
営
委
員

会
組
織
が
あ
り
保
育
所
運
営
は
も

と
よ
り
住
民
や
父
兄
、
保
育
士
、

役
場
と
の
パ
イ
プ
役
を
担
っ
て
い

た
。
今
後
、
担
当
課
も
含
め
こ
の

よ
う
な
組
織
を
立
ち
上
げ
、
新
保

育
所
の
諸
問
題
の
解
決
に
役
立
て

は
ど
う
か
。

佐
野
町
長

　

新
保
育
園
は
町
の
施
設
だ
が
運

営
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
願
い

す
る
予
定
で
あ
り
、
社
協
役
員
と

保
育
士
と
の
面
談
も
す
で
に
行
っ

て
い
る
。
今
は
当
時
の
運
営
委
員

会
の
様
な
組
織
や
苦
情
に
対
応
す

る
窓
口
な
ど
は
必
要
な
い
と
思
っ

て
お
り
、
苦
情
等
が
あ
れ
ば
対
応

し
た
い
。

杉
山
和
保
育
所
準
備
室
長

　

現
在
、
保
護
者
会
か
ら
意
見
や

要
望
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
加
え
て
役
場
住
民
課
入

口
に
苦
情
や
意
見
を
投
稿
で
き
る

意
見
箱
を
設
置
し
て
い
る
。

高
橋
副
町
長

　

保
育
園
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

松
永
議
員
の
意
見
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
魅
力

的
な
施
設
に
な
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。
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藤
井
議
員

真
竜
小
学
校
の
複
式
学
級

と
授
業
に
つ
い
て

中
村
議
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て

藤
井
議
員

　

真
竜
小
学
校
で
は
平
成
30
年
度

か
ら
４
・
５
年
生
が
複
式
学
級
に

該
当
す
る
こ
と
で
、
臨
時
職
員
を

採
用
し
て
学
年
毎
の
学
級
を
維
持

し
て
い
る
。

　

私
も
子
供
た
ち
の
学
習
・
生
活

習
慣
の
定
着
に
は
学
級
の
維
持
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
が
、
今
後

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
等
で

学
習
方
法
が
多
様
化
し
て
き
て
い

る
が
、
都
会
と
地
方
の
格
差
は
依

然
と
し
て
存
在
す
る
と
考
え
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
教
育
長
に
伺
い
た
い
。

本
多
教
育
長

　

現
在
３
年
生
の
５
名
が
卒
業
す

る
ま
で
の
３
年
間
は
複
式
学
級
に

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
が
、
次

年
度
以
降
の
６
年
間
は
新
入
学
児

童
が
毎
年
10
人
程
度
い
る
の
で
ほ

か
の
学
年
で
複
式
学
級
に
な
る
可

中
村
議
員

　

平
成
30
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

金
額
が
空
知
管
内
24
市
町
合
計

で
、前
年
対
比
45
％
増
の
55
億
６
，

１
５
６
万
円
と
い
う
報
道
が
あ
っ

た
。
空
知
管
内
16
市
町
で
増
加
、

北
空
知
管
内
の
北
竜
町
以
外
の
１

市
３
町
で
は
15
％
か
ら
５
．
３
倍

と
軒
並
み
増
加
し
て
い
る
。

　

北
竜
町
は
前
年
対
比
15
％
減
の

３
億
２
，
１
６
０
万
円
と
の
こ
と

で
、
こ
の
要
因
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
分
析
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

他
の
市
町
村
に
納
税
し
た
こ
と
に

よ
る
、
昨
年
度
の
本
町
に
お
け
る

減
収
額
は
い
く
ら
に
な
っ
て
い
る

か
提
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

佐
野
町
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
毎
年
３
億
円
を
超
え
る
納

税
が
あ
り
、
平
成
30
年
度
は
３
億

２
，
１
５
５
万
９
千
円
で
15
％
減

と
な
っ
た
。
10
月
ま
で
は
２
％
増

能
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。
た

だ
転
出
や
特
別
支
援
に
該
当
す
る

子
供
の
数
な
ど
は
未
知
数
な
の
で

複
式
解
消
に
向
け
て
は
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
つ
い

て
は
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
の

更
新
や
各
普
通
教
室
に
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
実
物
投

影
機
配
置
・
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
置
な

ど
を
行
い
、
都
会
と
の
格
差
の
な

い
よ
う
努
め
る
。

だ
っ
た
が
、
11
月
か
ら
返
礼
額
が

50
％
か
ら
30
％
に
な
っ
た
こ
と
が

影
響
し
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
他

市
町
村
へ
の
納
税
は
、
13
件
、
11

万
３
，６
９
２
円
と
な
っ
て
い
る
。

中
村
議
員

　

返
礼
率
が
下
が
っ
た
こ
と
が
、

原
因
と
言
わ
れ
た
が
、
全
国
一
律

な
の
で
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
他
市
町
村

へ
の
納
税
も
多
い
か
少
な
い
か
分

か
ら
な
い
が
、
そ
の
分
減
少
し
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

現
在
、
北
竜
町
の
返
礼
品
は
ひ

ま
わ
り
ラ
イ
ス
を
始
め
と
す
る
農

産
物
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
し
て
く
れ
た
方
の

コ
メ
ン
ト
に
は
、
ぜ
ひ
北
竜
町
を

訪
問
し
た
い
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
そ
の
こ
と
か
ら
北
竜
温
泉
宿

泊
な
ど
の
返
礼
品
が
あ
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。ま
た
、

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
に
お
け
る
ひ
ま

わ
り
の
里
の
草
取
り
や
、
真
冬
の

体
験
や
農
業
体
験
・
農
産
物
加
工

体
験
な
ど
様
々
な
体
験
事
業
を
加

え
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
草
取
り
な
ど

は
、
ひ
ま
わ
り
を
咲
か
せ
る
た
め

の
苦
労
に
も
理
解
を
深
め
て
も
ら

え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

南
波
企
画
振
興
課
長

　

返
礼
品
に
体
験
事
業
と
い
う
の

は
、
過
去
に
も
提
案
が
あ
り
担
当

係
内
で
検
討
も
し
た
が
、
一
点
目

に
、
換
価
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス
を

国
が
ど
う
判
断
す
る
か
。
二
点
目

に
、
北
竜
町
は
土
地
利
用
型
農
業

が
主
で
あ
り
、
体
験
事
業
の
期
間

が
限
ら
れ
る
の
で
、
周
知
、
募
集

の
仕
組
み
作
り
が
困
難
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
実
施
し
て
い
な
い

が
、
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

中
村
議
員

　

ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
た
北
竜
町
と

の
関
り
も
大
切
な
こ
と
で
は
あ
る

が
、
色
々
な
形
で
北
竜
町
民
と
ふ

れ
あ
い
、
交
流
す
る
場
を
持
っ
て

北
竜
町
や
北
竜
町
民
の
良
さ
を
実

感
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
寄
付
を

し
て
も
ら
え
る
環
境
を
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
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中
村
議
員

　

５
年
前
か
ら
ひ
ま
わ
り
油
再
生

の
取
組
み
が
行
な
わ
れ
復
活
し
た

が
、
自
立
生
産
に
は
な
か
な
か
厳

し
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
。

　

ひ
ま
わ
り
油
を
無
く
す
こ
と
は

決
し
て
で
き
な
い
も
の
と
思
う

が
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

佐
野
町
長

　

平
成
27
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
国

の
地
方
創
生
事
業
が
５
ヶ
年
で
今

年
が
最
終
年
度
で
あ
り
、
翌
年
か

ら
新
た
に
地
方
創
生
事
業
が
始
ま

る
。
現
在
は
今
年
度
ま
で
の
５
年

間
の
事
業
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ

て
い
る
。

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
ひ
ま
わ

り
油
の
生
産
は
も
と
よ
り
起
業
化

の
促
進
、企
業
や
大
学
と
の
連
携
、

農
業
体
験
研
修
の
実
施
等
成
果
は

上
が
っ
て
お
り
、
需
要
に
応
じ
た

適
正
な
規
模
で
過
大
な
行
政
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
努
め
て
継
続
し

て
い
き
た
い
。

中
村
議
員

　

ひ
ま
わ
り
油
が
復
活
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
大
い
に
評
価
で
き
る

も
の
と
思
う
。

　

こ
の
後
の
ひ
ま
わ
り
油
再
生
協

議
会
に
お
い
て
、
検
証
評
価
し
て

次
年
度
以
降
も
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
だ
が
、
新

た
な
地
方
創
生
事
業
は
何
年
間
な

の
か
。

南
波
企
画
振
興
課
長

　

令
和
２
年
度
か
ら
５
年
間
で
あ

り
、
総
合
戦
略
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

の
改
定
を
今
年
度
中
に
行
い
計
画

を
策
定
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
は
推
進
交
付
金
事
業
と
し

て
行
っ
て
い
る
が
、
単
な
る
継
続

事
業
は
採
択
さ
れ
な
い
の
で
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
計
画
が
必
要
で

あ
る
。

　

ま
た
、
新
し
い
推
進
交
付
金
事

業
は
町
負
担
が
１
／
２
で
あ
る
の

で
、
事
業
の
選
別
を
行
い
な
が
ら

協
議
し
て
進
め
て
い
く
。

中
村
議
員

　

面
積
・
量
に
つ
い
て
も
需
要
に

応
じ
て
計
画
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
る
の
で
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
今
後
さ
ら
に
十
分
な
協
議
を
進

め
、
よ
り
良
い
方
策
に
よ
っ
て
、

町
興
し
に
大
き
な
力
を
与
え
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
期

待
す
る
。

佐
野
町
長

　

多
額
の
町
費
負
担
が
出
な
い
よ

う
需
要
に
応
じ
た
生
産
と
併
せ
て

企
業
と
の
農
業
研
修
、起
業
促
進
、

酪
農
学
園
大
学
と
の
共
同
研
究
な

ど
の
事
業
は
無
理
の
な
い
範
囲
で

継
続
し
、
生
産
者
も
生
産
技
術
を

習
得
し
た
と
こ
ろ
な
の
で
Ｊ
Ａ
と

協
力
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

中
村
議
員

ひ
ま
わ
り
油
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　

今
年
も
、
多
く
の
実
り
を
得

た
秋
、
皆
さ
ん
も
「
ほ
っ
」
と

し
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
私
は

農
業
従
事
者
で
は
な
い
が
、
何

故
か
私
も
「
ほ
っ
」
と
し
た
気

持
ち
で
、
あ
た
た
か
く
な
る
時

期
だ
。

　

私
は
酒
・
タ
バ
コ
な
ど
を
扱

う
雑
貨
店
の
息
子
に
生
ま
れ
た

が
、
小
さ
い
時
に
は
家
の
裏
に

水
田
が
あ
り
、
親
が
米
を
作
っ

て
い
た
記
憶
が
あ
る
か
ら
か
も

し
れ
な
い
。
稲
穂
が
黄
金
色
に

な
っ
て
く
る
と
気
持
ち
が
良
い
。

心
地
よ
い
。

　

北
竜
の
基
幹
産
業
、
農
業
が

こ
れ
か
ら
も
、
良
い
形
で
発
展

す
る
こ
と
を
望
む
。
北
竜
に
は

山
が
あ
り
ダ
ム
が
出
来
て
、
農

業
用
の
水
量
に
つ
い
て
は
少
し

安
心
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
そ
の
反
面
、
水
害
も
あ
る
。

　

山
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
毎

年
の
よ
う
に
水
害
が
見
ら
れ
る
。

河
川
工
事
で
は
大
き
な
河
川
計

画
に
非
常
に
莫
大
な
費
用
が

か
か
る
と
説
明
を
聞
い
て
い
る
。

た
だ
、
小
さ
な
河
川
付
近
だ
け

で
も
、
安
心
し
て
農
業
が
出
来

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
る
。

　

町
民
の
暮
ら
し
で
、
商
業
施

設
や
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
そ
し

て
、
今
度
は
保
育
所
が
出
来
る
。

新
規
事
業
も
大
切
な
事
業
で
は

あ
る
が
、
同
じ
く
身
の
回
り
の

既
設
の
事
業
、
維
持
事
業
も
大

切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
行
き
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
藤
井
雅
仁
）
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令和元年第3回定例会（会期：9月11日～13日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：議長の為賛否無し

▽議　　　案　　　件　　　名　　 中村 尾崎 北島 小松 小坂 松永 藤井 佐々木

選挙管理委員会及び補充員の選挙について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

教育長の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

公平委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町ひまわりバンク育成基金条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

農産物加工実習センターの設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町簡易水道事業給水条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北空知衛生センター組合を組織する市町数の減少及び
管理に関する条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

深川地区消防組合を組織する市町数の減少及び
深川地区消防組合規約の変更について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

深川地区消防組合からの幌加内町脱退に伴う財産処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町一般会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町立診療所事業特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町農業集落排水事業及び
個別排水処理事業特別会計補正予算（第２号）について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本会議における質疑の件数
質疑
１件

質疑
１件

質疑
１件

質疑
１件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

－

（北竜町議会では予算議会における議員の賛否を公表することとしています）■議員の賛否の公表

決算審査特別委員会　　（9月11日～12日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：委員長・監査委員の為賛否無し

▽委　員　会　付　託　案　件　　 中村 尾崎 北島 小松 小坂 松永 藤井 佐々木

平成 30 年度北竜町一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ － ○ － ○

平成 30 年度北竜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ － ○ － ○

平成 30 年度北竜町立診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ － ○ － ○

平成 30 年度北竜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ － ○ － ○

平成 30 年度北竜町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ － ○ － ○

平成 30 年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ － ○ － ○

平成 30 年度北竜町農業集落排水事業及び
個別排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ － ○ － ○

平成 30 年度北竜町簡易水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ － ○ － ○

決算委員会における質疑の件数
質疑
２件

質疑
０件

質疑
６件

質疑
６件

－
質疑
３件

－
質疑
２件

次ページに続く
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決算審査特別委員会においての議員質疑（意見附与・修正を求めた質疑）

質疑内容 答弁内容

『ひまわり観光協会の法人化について』
　今後も観光客の増員（50 万人、100 万人）を
目指すのであれば、観光協会の法人化をもう一
度検討していく時期にあると思う。
　また、入場料の徴収なども含め、観光産業と
してのあり方をひまわりの里策定委員会でも議
論していくべきと考える。

　観光協会の人員、ひまわりまつりについては町職員と商工会職
員により対応しており、現状がベストだと考えている。10 年ほ
ど前にも法人化について検討したが、法人化にはいたらなかった
経緯がある。
　また、策定委員会では観光客の増員についても議論をしていく
が、先進観光地における観光公害などについても議論を深めてい
き、どのようにしていけば良いか議会とも一緒に検討していきた
いと考えている。

『ひまわり油について』　　　　　　　　　　　　
　地方創生交付金が今年度で最終年だと聞いてい
るが今後もコーディネーター等に来てもらい、報
酬は町費で負担し続けていくのか。また、今後の
ひまわり油をどのように行っていくのか展望を示
していただきたい。
　最後に、ひまわり油協議会がアドバイザーとし
て来てもらっている先生ありきになっており、町
民との意思疎通ができていないように感じている
ため、町民主体となるように行っていただきたい。

　アドバイザー講師謝金については特別交付税措置、コーディネ
ーター報酬については推進交付金にて 1/2 助成にて支払ってお
り、次年度以降については一定の区切りはついたと認識している
のでスリム化を図っていきたい。
　協議会の運営についても日程調整が先生の都合に合わせた日程
となっていたため、今後は町民が参加出来るような日程で行い、
会議内容についても後日伝えていくようにしていきたい。
　また、生産者からも今後の栽培面積がどのくらい必要なのか示
してもらいたいとの意見も出ているのでそれらも含めて今後示し
ていきたい。

『出産祝い金について』　　　　　　　　　　　
　平成 25 年の条例改正から年数も経過している
ので実情に合わせた金額の増加を検討してはど
うか。（特に第 4子以降の増額など）

近隣市町村の金額等を調査し、検討していきたい。

※議会と町内青年層との懇談会において出された意見についても質疑をし、今後に向けての答弁を受けました。
　引き続き町政に反映される様にいたします。

　平成２７年４月から６５歳以上の町民が運転免許証を自主返納した場合に３年間有効の、

５０，０００円分(５００円券×１００枚)のタクシーチケットを支給するサポート事業を行っています。

　■対 象 者　６５歳以上の町民

　■申請書類　「運転経歴証明書」と「運転経歴証明書交付手数料の領収書」と「印鑑」

　■申請先・問い合わせ先　：　役場住民課町民生活係　℡３４－２１１１

■北竜町高齢者運転免許証
　　　　自主返納サポート事業を行っております

■「運転経歴証明書」とは･･･

　① 運転免許証を返納した人が申請できる証明書です。

　② 運転免許証が失効した場合には、申請できません。

　③ 申請の際には、現有運転免許証・写真

　　 （縦３㎝・横２．４㎝）と印鑑が必要です。

　④写真は深川警察署・沼田警察庁舎で撮影することも

　　できます

　⑤ 「運転経歴証明書」と「運転免許経歴証明書」と

　　間違わないようにしてください。

　 申請を希望される方は警察署に行く前に役場住民課町民生活係にお越しください。

※「運転経歴証明書」は深川警察署及

び沼田警察庁舎で運転免許証を自主返

納した際に申請してください。後日「運

転経歴証明書」が発行されます。

※申請後は無免許となりますので、申

請を行うために警察署へ行く時は、家

族・知人に送迎していただくか、バス

等をご利用ください。
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１．受 付 期 間　　令和元年１０月１０日（木）から令和元年１１月１５日（金）まで（必着）

２．第 １ 次 試 験 日　　令和元年１２月１日（日）　午前　８時３０分

３．試 験 会 場　　北竜町役場　（雨竜郡北竜町字和１１－１）

４．募集職種及び人員　　消防職員　１名

５．採 用 年 月 日　　令和２年４月１日

６．受 験 資 格　　

　　１）高等学校卒業以上の学歴を有し、身体強健で採用となった場合、北竜町内に居住できる者

　　　　① 大学を卒業した者は、

　　　 　　平成７年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた者（卒業見込み含む）

　　　　② 短大、高校を卒業した者は、

　　　 　　平成９年４月２日から平成１２年４月１日までに生まれた者（卒業見込み含む）

　　２）普通自動車免許取得後２年以上経過する者（令和２年４月１日現在）

　　３）視力０．７以上（矯正視力可）で赤色、青色及び黄色の色彩が識別できること

　　　　※ただし、日本国籍を有しない者、

　　　　　又は地方公務員法第１６条のいずれかに該当する者は、受験できません。

７．試 験 方 法

　　１）第１次試験　　・教養試験、適性検査、論作文試験 （試験終了予定時間　１３時００分）

　　２）第２次試験　　・面接試験、体力試験 （第１次試験合格者に対して１２月中旬以降実施予定）

８．申込書の請求先

　　・北竜町役場総務課に請求して下さい。

　　・郵送による場合は、１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）を必ず

　　　同封し、請求して下さい。※必ず封筒に 消防 と明記し請求してください。

   　　《役場住所》　〒０７８－２５１２　北竜町字和１１番地１　北竜町役場 総務課（消防採用試験）

　　　　　　　　　 ℡０１６４－３４－２１１１

９．申込方法及び申込先

　　・申込書・受験票・履歴書・運転免許証の写しを北竜町役場総務課に郵送又は持参し提出して下さい。

　　・受験票は後日送付しますので、必ず住所・氏名・郵便番号を記入し、６３円切手を貼った上で

      提出して下さい。

　　・第１次試験当日、必ず受験票の所定欄に写真を貼って下さい。

10．その他

　　・受験の際には、ＨＢ等の濃い鉛筆を使用しますので、忘れずにご持参下さい。

　　・試験当日に、携帯電話等は、ほかの受験者の妨げになるので持込を禁止します。

　　・その他、不明な点は北竜町役場総務課にお問い合わせ下さい。

令和２年度 北竜町職員採用試験
【消防職】
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月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

11/3
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

ぬまくら歯科
℡ 22-5615

11/4
（月）

深川市立病院
℡ 22-1101

なかむらファミリー歯科
℡ 0125-26-2282

11/10
（日）

深川市立病院
 (担当医・北竜町立診療所
 　　　　　　　  所長　浦本 幸彦）
℡ 22-1101

田中歯科医院
℡ 0124-22-8700

11/17
（日）

深川市立病院
 (担当医・みきた整形外科クリニック
 　　　　　　　   院長　三木田 光）
℡ 22-1101

歌志内
ホワイト歯科クリニック
℡ 0125-42-4618

11/23
（土）

斎藤整形外科医院
℡ 23-3737

北竜町町立歯科診療所
℡ 34-2656

11/24
（日）

深川市立病院
 (担当医・町立沼田厚生クリニック
 　　　　　　　  院長　鳥本 勝司）
℡ 22-1101

しらかば歯科
℡ 0125-76-4181

12/1
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

みやこし歯科診療所
℡ 0125-75-5330

休　日　当　番　医

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

巡
回
無
料
法
律
相
談

　

沼
田
町
実
施
の
巡
回
無
料
法
律

相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
（
北
竜

町
民
も
相
談
で
き
ま
す
）。

【
相
談
員
】

　

旭
川
弁
護
士
会
所
属

　

石
井 

洋
文 

弁
護
士

日
時　

11
月
13
日
（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～
５
時

場
所

　

沼
田
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

 

（
沼
田
町
役
場
隣
り
）

予
約
受
付

沼
田
町
役
場

総
務
財
政
課
総
務
グ
ル
ー
プ

℡
０
１
６
４
・
３
５
・
２
１
１
１

　

深
川
調
停
協
会
で
は
、
金
銭
・

土
地
・
建
物
・
交
通
事
故
な
ど
の

も
め
ご
と
や
、
夫
婦
・
親
子
・
扶

養
・
養
育
費
・
相
続
な
ど
の
家
庭

内
や
親
族
間
の
も
め
ご
と
で
お
困

り
の
方
に
、
調
停
制
度
の
内
容
や

手
続
き
に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

　

相
談
会
で
は
裁
判
所
の
調
停
委

員
が
、
相
談
内
容
の
秘
密
を
厳
守

し
親
切
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。
予

約
は
不
要
で
す
。
ご
希
望
の
方
は

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日
時　

11
月
９
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

深
川
市
中
央
公
民
館

 　
　

（
深
川
市
５
条
７
番
23
号
）

問
い
合
わ
せ
先

　

深
川
調
停
協
会
（
庶
務 

寺
内
）

　

深
川
市
西
町
12
番
27
号

　

℡
２
３
・
２
３
５
８

無
料
調
停
相
談
会
の
開
催

今
月
の
行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
又
は
要
望
や
意
見
な
ど

を
受
付
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
口
頭
、
電
話
、

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
付

て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

11
月
19
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　

℡
３
４
・
２
６
１
１

１１月の保健行事
すこやかセンター親子自由開放

　７日（木）10:00～16:00 すこやかセンター

男の料理教室

　13日（水）10:00～13:00 すこやかセンター

　28日（木）18:00～20:00 すこやかセンター

ヘルシー講座

　25日（月）13:30～15:00 すこやかセンター

健康相談

　27日（水） 10:00～11:00

           すこやかセンター

           13:30～14:30

           碧水地域支え合いセンター

にこにこベビーズ

　29日（金） 10:00～12:00 すこやかセンター
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ちびっこひろば

○日  時　11月20日（水）10:00～11:30

　場  所　すこやかセンター

　内  容　小麦粉粘土あそび

　持ち物　汚れても良い服装

○日  時　12月３日（火）10:00～11:30

　場  所　食農工房パルム

　内  容　子育て健康講座「パン作り」

　持ち物　三角巾・エプロン・

　　　　　ハンドタオル

○日  時　11月６日（水）10:00～11:30

　場  所　和保育所

　内  容　和保育所自由開放

　　　　　／お弁当体験（自由参加）

　持ち物　親子のお弁当

　　　　　（お弁当体験参加者）

ピカピカキッズ
○日  時　11月15日（金）10:00～11:30

　場  所　和保育所

　内　容　キッズエアロビクス

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー３６７７

「
第
53
回
農
業
セ
ミ
ナ
ー
」

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促

進
期
間
で
す

　

12
月
４
日
、「
地
域
の
活
性
化
は
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
て
!?
」
を

テ
ー
マ
に
拓
殖
大
学
北
海
道
短
期

大
学
に
て
農
業
セ
ミ
ナ
ー
（
参
加

費
無
料
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

食
品
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
の
柳

原
哲
司
氏
に
よ
る
基
調
講
演
「
道

産
フ
ー
ド
・
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

を
紡
ぐ
開
発
研
究
」
や
、
道
内
各

地
の
農
業
者
4
名
の
方
か
ら
の
地

域
の
特
徴
あ
る
取
り
組
み
の
紹
介
、

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
地
域
活

性
化
に
つ
い
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
昼
食
と
し
て
、
黒
米
「
芽

生(

め
む)

さ
く
ら
む
ら
さ
き
」
の

ち
ら
し
寿
司
（
予
定
）
な
ど
の
試

食
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
受
付
け
は
FAX
に
て
。

日
時　

12
月
４
日(

水)

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分

場
所　

拓
殖
大
学
北
海
道
短
期
大

学
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

申
し
込
み
期
限　

11
月
25
日(

月
）

申
し
込
み
先

　

拓
殖
大
学
北
海
道
短
期
大
学

　
　
　
　

FAX
２
３
・
４
４
１
１

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険

の
加
入
は
お
済
み
で
す
か
？

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の

生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が
直
接

管
理
し
て
い
る
保
険
で
す
。
農
林

水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労
働
者

を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局

　

総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課

℡
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１

10
分
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

移
動
献
血
車
が
来
町
し
、
採
血

業
務
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
多
数
の
方
が
、
献

血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

月
日　

11
月
20
日
（
水
）

場
所
・
時
間

●
役
場
前

　
　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
50
分

●
農
協
事
務
所
前

　
　

午
前
11
時
～
11
時
40
分

※
献
血
の
時
間
が
変
わ
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

12
月
２
日
は

個
人
事
業
税
第
２
期
納
期
限

　

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
付

書
は
、
８
月
に
第
１
期
分
納
付
書

と
一
緒
に
発
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
確
か
め
の
上
、
金
融
機
関
で
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
が
お
手
元
に
な
い
場
合

に
は
、
再
度
納
付
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
深
川
道
税
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
納
税
を
利
用

し
た
い
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

空
知
総
合
振
興
局
深
川
道
税
事
務
所

℡
２
３
・
３
５
７
８

　

令
和
元
年
度
年
末
調
整
等
説
明

会
・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

軽
減
税
率
説
明
会
が
次
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

11
月
19
日(

火)
　
　
　

午
後
２
時
～

場
所　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

深
川
税
務
署

　
　
　
　

℡
２
３
・
２
１
９
１

年
末
調
整
等
説
明
会
・

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

軽
減
税
率
説
明
会
の
開
催

まちの動き
１０月１日現在（前月比）

世帯数　８３０世帯(－９)

 人口 １, ８１７人(－９)

　男　　　８６６人(－３)

　女　　　９５１人(－６)
（外国人含）
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北竜町の事件・事故の発生状況（9月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数空き巣

忍び
込み

車上
狙い

暴行 その他 合計

2019年 ０ ３ ０ ２ ０ ５

2018年 １ ０ ０ ０ ０ １

人 身 事 故 物 損 事 故

2019年 ０ 2019年 39

2018年 １ 2018年 55

2019年 １

2018年 ２

　

社会保険料(国民年金保険料)

　　　　　控除証明書が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を～

 ●国民年金保険料は、所得税及び住民税の社会保険料控除の対象になります。

 ●社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が必要です。

 ●ご家族の方の国民年金保険料を納付した場合も納付された方の申告に加えること

   ができます。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についての照会は、控除証明書の

ハガキに表示されている電話番号にお問合せ下さい。

■
運
動
期
間

　

11
月
11
日(

月)

～
20
日(

水)

■
運
動
重
点

・
高
齢
歩
行
者
の
保
護

・
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で

す
！
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
こ
と
を
強

く
意
識
し
て
北
海
道
か
ら
飲
酒
運

転
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

児
童
虐
待
事
案
の
取
り
扱
い
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
尊
い
子
供

の
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
の
痛
ま
し

い
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

児
童
虐
待
の
疑
い
を
感
じ
た

ら
、
迷
わ
ず
児
童
相
談
所
・
警
察

な
ど
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
を 

守
る
気
づ
か
い

思
い
や
り

児
童
虐
待
防
止
対
策
の

推
進
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１．受 付 期 間　　令和元年１１月１日（金）から令和元年１１月１５日（金）まで（必着）

２．第 １ 次 試 験 日　　令和元年１２月１日（日）　午前　８時３０分

３．試 験 会 場　　北竜町役場　（雨竜郡北竜町字和１１－１）

４．募集職種及び人員　　介護福祉士若干名

５．採 用 年 月 日　　令和２年４月１日

６．勤 務 先 特別養護老人ホーム北竜町永楽園

７．給 与 等

　　北竜町職員給与規定に基づいて支給。手当～扶養手当・住居手当・通勤手当・時間外手当・児童手当・

　　特勤手当・寒冷地手当・期末手当・勤勉手当

８．受 験 資 格　

　　年齢が概ね２２歳以下で、介護福祉士の資格を有する者、もしくは有する見込みの者

　　※ただし、日本国籍を有しない者、又は地方公務員法第１６条のいずれかに該当する者は、

　　　受験できません

９．試 験 方 法

　　１）第１次試験　　・専門試験、適性検査、作文試験 （試験終了予定時間　１２時３０分）

　　２）第２次試験　　・面接試験 （第１次試験合格者に対して１２月下旬実施予定）

10．申込書の請求先

　　・北竜町役場総務課に請求して下さい。

　　・郵送による場合は、１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）を必ず

　　　同封し、請求して下さい。※ 必ず封筒に 介護職 と明記し請求してください。

   　　《役場住所》　〒０７８－２５１２　北竜町字和１１番地１　北竜町役場 総務課（介護職採用試験）

　　　　　　　　　 ℡０１６４－３４－２１１１

11．申込方法及び申込先

　　・申込書・受験票・履歴書を北竜町役場総務課に郵送又は持参し提出して下さい。

　　・受験票は後日送付しますので、必ず住所・氏名・郵便番号を記入し、６３円切手を貼った上で

      申込書・履歴書と一緒に提出して下さい。

　　・第１次試験当日、必ず受験票の所定欄に写真を貼って下さい。

12．その他

　　・受験の際には、ＨＢ等の濃い鉛筆を使用しますので、忘れずにご持参下さい。

　　・試験当日に、携帯電話等は、ほかの受験者の妨げになるので持込を禁止します。

　　・その他、不明な点は北竜町役場総務課にお問い合わせ下さい。

令和２年度 北竜町職員採用試験
【介護福祉士】
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毎
月
書
き
出
し
は
、
お
天
気
の

事
を
書
く
習
慣
に
な
っ
て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
温
暖
化
、
異
常
気
象
、

観
測
史
上
な
ど
の
言
葉
が
多
用
さ

れ
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
線
状
降
水
帯

な
ん
て
新
し
い
言
葉
も
覚
え
ま
し

た
。
気
候
の
変
動
が
激
し
く
荒
く

な
っ
て
い
る
こ
と
は
嫌
で
も
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

今
年
は
九
月
と
十
月
に
大
き
な
台

風
が
来
て
関
東
や
東
北
地
方
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
に
お
悔
や
み
と
一

日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
て
い

ま
す
。
我
々
も
他
人
事
と
は
思
わ

ず
天
災
が
訪
れ
た
際
の
対
応
策
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
今
月
は
「
お
供
え
物
」
と

い
う
お
題
目
で
す
。

ん
？
先
生
よ
、
お
盆
は
過
ぎ
た
し
、

季
節
外
れ
の
話
題
だ
な
。

　

ま
あ
、
前
か
ら
個
別
に
は
患
者

さ
ん
に
言
っ
て
い
た
事
な
ん
で
す
。

北
竜
町
は
年
配
の
方
が
多
く
日
本

の
伝
統
的
な
し
き
た
り
を
維
持
し

て
い
る
家
庭
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

仏
壇
の
あ
る
ご
家
庭
も
多
い
よ
う

で
す
。
ご
先
祖
を
供
養
す
る
大
変

尊
い
行
い
で
あ
り
、
不
信
心
な
自

分
は
恥
ず
か
し
く
思
い
ま
す
。

　

大
変
良
い
行
い
な
の
で
す
が
、

少
し
欠
点
が
あ
り
ま
す
。
お
気
づ

き
で
し
ょ
う
か
？
そ
う
、「
お
供

え
物
」
で
す
。

お
供
え
物
を
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
ま

す
と
五
供
（
ご
く
う
）
と
い
う
言

葉
が
出
ま
し
た
。

一
、
お
香
（
お
線
香
）
を
た
く

二
、
お
花
を
供
え
る

三
、
ロ
ウ
ソ
ク
を
つ
け
る

四
、
お
水
を
お
供
え
す
る

五
、
食
べ
物
を
お
供
え
す
る

こ
れ
ら
の
行
為
で
ご
先
祖
様
へ
の

追
善
供
養
を
行
う
よ
う
で
す
。

一
か
ら
四
ま
で
は
良
い
ん
で
す
。

問
題
は
五
で
す
。

私
の
幼
い
こ
ろ
田
舎
の
家
に
行
く

と
仏
壇
の
前
に
座
ら
さ
れ
て
、
お

リ
ン
を
「
チ
ー
ン
」
と
鳴
ら
し
て

「
ま
ん
ま
ん
ち
ゃ
ん
あ
～
ん
」
と

唱
え
手
を
合
わ
せ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。

仏
壇
に
は
、
ろ
う
そ
く
の
明
か
り

が
灯
り
、
お
線
香
の
香
り
が
あ
た

り
を
包
み
ま
す
。
ほ
ん
の
ひ
と
す

く
い
の
お
米
が
小
さ
く
盛
ら
れ
て

い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

た
ぶ
ん
そ
れ
で
基
本
的
に
は
合

格
の
は
ず
で
す
。

ど
う
も
私
の
患
者
さ
ん
の
御
仏
壇

に
は
、
果
物
や
お
菓
子
が
供
え
ら

れ
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

頂
き
物
の
お
菓
子
を
ま
ず
は
仏
壇

に
お
供
え
し
、
あ
と
で
頂
く
事
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
糖
尿
病
で

食
事
療
法
し
て
い
る
方
や
肥
満
で

減
量
を
試
み
て
い
る
方
は
甘
い
も

の
は
控
え
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。

　

た
だ
、
そ
ん
な
に
頂
き
物
が
毎

日
お
供
え
で
き
る
ほ
ど
頻
繁
に
届

く
家
庭
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

も
う
、
ま
わ
り
く
ど
い
言
い
方
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ご
先
祖
様
の
お
供
え
物
を
言
い

訳
に
し
て
（
自
分
の
好
き
な
）
お

菓
子
や
果
物
を
買
っ
て
食
べ
る
事

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ご
先
祖
様
も

子
孫
の
健
康
を
気
遣
っ
て
く
れ
て

い
る
は
ず
で
す
。

「
お
い
お
い
、
そ
ん
な
も
ん
供
え

て
も
こ
っ
ち
は
食
べ
ら
れ
な
い
よ
。

そ
れ
よ
り
持
病
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
う
ぞ
。
バ
チ
が
当
た
ら
ぬ
う
ち

に
や
め
と
き
な
さ
い
」
と
忠
告
し

て
い
る
は
ず
で
す
。

　

ご
先
祖
様
を
安
心
さ
せ
こ
そ
す

れ
心
配
さ
せ
る
の
は
い
た
だ
け
ま

せ
ん
ね
。

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２５５

北竜町立診療所

午後休診日のお知らせ
　１１月１３日(水)、１２月４日(水)は、午後３時より浦本先生が

深川市において介護認定審査会に出席のため、午後より休診となり

ます。午前中は診察を行っています。

そな もの

お供え物
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北竜町教育委員会

「ひまわり大学 ９月講座」を開催

　９月１２日に「ひまわり大学」の９月講座を公民

館大ホールにて行いました。

　今回の講座は滝川市「楽紙工房」の佐々木英氏を

講師としてお招きし、「生活を彩る和紙の魅力につい

て」と題し講演をしていただきました。和紙の歴史

や魅力について学んだ後、和紙を使った風車作り体

験を行い、とても充実した講座となりました。

爽やかラジオ体操が終了

　６月１０日から９月１３日までの約３ヶ月間、公

民館前において、爽やかラジオ体操が開催されました。

　期間中は雨の日を除き、毎朝６時３０分より子ど

もから高齢者まで幅広い年代の皆さんが顔を合わせ、

毎日の健康づくりの一環として、ラジオ体操に取り

組みました。

秋のフットパスを実施

　９月２８日に、秋のフットパスを実施しました。

当日は爽やかな青空の下、１４名の参加者がサンフ

ラワーパーク北竜温泉を出発し、約８㎞のコースを

散策。

　稲刈り作業の風景や自然の美しさを感じながら、

健康維持や体力作りなど、それぞれに目標を持って

歩きました。

図書館から新刊のお知らせ
　・おめでたい女      　　　　　　　高村 薫

　・のっけから失礼します　　　　    三浦 しをん

　　　他多数の新刊が入りましたのでお知らせします。

　　

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

11/2(土)

町民文化祭　作品展
公民館・

改善センター
9:00～

ダンス同好の集い 公民館 13:30～

ノースドラゴンヒーローショー 改善センター 17:30～

親子映画鑑賞会 改善センター 18:00～

11/3(日)

町民文化祭 芸能発表会 改善センター 10:00～

チャリティーバザー 公民館
10:30～
14:00　

11/4(月)ひまわりPG場クローズ ひまわりPG場 17:00～

11/5(火)北竜町民ラストコールPG大会 ひまわりPG場 8:15～

11/14(木)ひまわり大学講演会 公民館 10:00～

11/24(日)全町女性レクリェーション大会 改善センター 9:30～

生涯学習カレンダー

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間
火～土曜日 9:00～18:00／日曜日 9:00～17:00

11月4・11・18・25日（毎週月曜日）
臨時休館日11月1(金)・2(土)・3(日)（文化祭のため）
※図書館・郷土資料館は3日のみ開館します。

「北竜町文化講演会」を開催

　９月１９日に札幌市の「Heaven's Music Project」

をお招きし、音楽演奏会「わくわくジャズコンサート」

を公民館大ホールにて開催しました。

　当日は、年代を問わない幅広い演目が披露され、

心地良いジャズの音色が会場を包みました。演奏の

合間には奏者への質問の時間も設けられ、プロの演

奏家を身近に感じられる機会となりました。
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仏
壇
と
祖
父
入
植
や
雁
渡
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山
本
玲
子

漆
黒
の
闇
へ
挑
む
は
稲
光 

　
　
　
　
　 

　
　
　
阿
部
れ
い
子

文
化
の
日
大
黒
柱
か
ら
ぶ
き
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吉
尾
広
子

大
刈
田
昏
れ
て
一
番
星
優
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山
岸
正
俊

大
地
と
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刈
田
に
な
り
て
思
う
こ
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佐
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美
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渡
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鳥
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声
残
し
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杉
本
隆
文

若
者
が
ひ
ら
り
と
乗
り
て
コ
ン
バ
イ
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高
田
紀
子

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
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会
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ヨ
リ
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寄
付

　

永
楽
園
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和
本
町　

北
島　
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様

■
お
誕
生
お
め
で
と
う

和　
　

  

市
場　

祐ゆ
う
し至  

く
ん

　
　
　
　
　
　

 　

   

（
10
月
４
日
）

　
　
　

  　

義
弘
さ
ん
・
愛
乃
さ
ん

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

共　

栄　

川
田 

喜
美
子 

氏 

94
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
10
月
８
日
）

　今年度の成人式を下記の通り開催します。

式典のご案内は、下記の対象者へ

１１月中旬頃に送付します。

① 北竜町に住民登録されている新成人者

　 (平成１１年４月２日～１２年４月１日生まれの方)

② 北竜町出身で現在町外に居住されている方

　 (ご家族が北竜町に在住されている方)

③ 本人が中学校卒業時まで在籍していた方

※１～３に該当せず、以前本町に居住していた方で式典に

　出席を希望される方は、教育委員会へご連絡ください。

◆成人式の開催について

【問い合わせ先】
教育委員会社会教育係 ℡０１６４－３４－２５５３

と　き：令和２年１月４日(土)午後２時～

ところ：北竜町公民館大ホール

　■応募期間　令和元年１１月２９日(金)まで

　■応募方法　データにより応募をお願いします。ＣＤ・ＤＶＤ・メール等

　　　　　　　３ＭＢ以上１０ＭＢ以下の画像ファイル（ｊｐｇ)でお願いします。

　　　　　　　メールの場合は容量上限が１０ＭＢのため、１作品１通でお願いします。

　■記載事項　応募する際に、氏名(フリガナ）、年齢、撮影日時、撮影場所、住所、電話番号、

　　　　　　　メールアドレス、コメント(撮影した時の状況や気持ちなど）を記載願います。

　■応募規定　一人何点でも応募できます。組み写真は不可。未発表作品。被写体が人物の場合は

　　　　　　　被写体の了承を得ていること。

　■応 募 先　【郵　送】　〒０７８－２５１２ 北竜町字和１１－１　北竜町役場企画振興課広報統計係

　　　　　　　【メール】　info@town.hokuryu.hokkaido.jp

　お子さんやお孫さんが誕生した時、旅行のために、一眼レフやデジタルカメラを購入しませんでしたか？

町では来年のカレンダーに掲載する写真を募集しています。毎日何気なく見ている北竜町の綺麗な風景や、

可愛い子ども達の笑顔をカメラで撮影して応募してみませんか？

といろの北竜と笑顔の写真大募集!!


